
実施日：全３日（平成２１年７月４日，７月１１日，７月１８日）

毎週土曜日１４：００～１６：００

■コースのねらい

シカ、イノシシ、サル、アライグマなどの問題は、丹波地域だけでなく全国的に広がっています。ぼ

たん鍋に代表されるようにイノシシやシカはすばらしい自然の恵みですが、一方では、その被害も深刻

です。なぜ、このように野生動物による被害が増えたのか、どのような対策をしていけばいいのか、を

考えていきます。

■コースの内容

この講座では、まず、これらの野生動物の生態や被害の現状を紹介するとともに、野生動物の保全と

管理の基本的な考え方を解説します。その上で、被害対策の現状や事例を紹介し、具体的な被害対策の

ありかたを考えます。また、野生動物の生息地である森林環境と人の暮らしや野生動物との関係を考え

ていきます。

野生動物の生態や特徴をよく知り、私たちの暮らしと環境の関わりの中での、被害対策や野生動物と

の関わり方を見直してみます。 

■講座コーディネーターから

野生動物の問題は、近年全国的に深刻化してきた問題です。被害者や保護団体など関係者の意見の相

違や大きいことや、新しい問題だけに社会的に対応する体制が整っていないことも事実です。

第１回 野生動物の保全と管理の考え方と現状

内容： 兵庫県を中心に野生動物の保全と管理の取り組を紹介し、被害管理、個体数管理、

生息地管理の３つの管理の基本的な考え方を、事例にもとづいて解説しました。

講師： 兵庫県立大学自然・環境科学研究所 准教授 坂田宏志

第２回 野生動物問題解決への社会的取り組み

内容： 野生動物への被害対策や適切な管理には、社会的な合意や協力が必要不可欠です。

地域で野生動物対策に取り組む、社会的な体制づくりについて解説しました。

講師： 兵庫県立大学自然・環境科学研究所 助教 鈴木克哉

第３回 人と野生動物と森林のつながり

内容： 人の里山の管理と野生動物との関係や、シカによる植生衰退の問題など、生息地

である森林の状況の変化を通じて人と野生動物の関わりを解説しました。

講師： 兵庫県立大学自然・環境科学研究所 講師 藤木大介

平成２１年度特別公開講座

「人の暮らしと野生動物との関わり」実施レポート



兵庫県では、平成１９年に全国に先駆けて野生動物の保全と管理を科学的・計画的に行っていく拠点

である森林動物研究センターを、県立大学の自然・環境科学研究所森林動物系と融合した形で設置しま

した。シカ、イノシシ、ツキノワグマ、ニホンザル、アライグマなど、人との軋轢の深刻や野生動物の

現状把握と、対策実施のために、客観的な情報を集め、分析し、課題を抱える地域のみなさまとともに

対策に取り組んでいくことが森林動物系の教員の使命です。

野生動物の現状や効果的な被害対策の方法をお伝えするとともに、県が抱える課題とその解決に向け

た取り組みを、受講者のみなさまに十分に解説できればという思いで、この講座を企画しました。

■受講の様子

野生動物の被害を受けておられる農家の方やその対策に関わっておられる方を中心に２４名の受講生

の参加がありました。

実際に被害を受けて対策を行っておられる方からの技術的な質問も多く、充実したやりとりがありま

した。また、違う地域の話題や直接ご存じなかった動物についての情報をお伝えできたのも良かったと

思います。やはり、概念的な話よりは、具体的な事例から伝わる考え方のほうが、よく理解して頂けた

ようです。講師の方も、みなさまが獣害に困りながらも、ご自分なりの努力をしておられることもわか

り、研究機関に何が求められているのかを痛切に感じた講座になりました。

■兵庫県立大学自然・環境科学研究所（森林動物系） 准教授 坂田宏志

日本では、毛皮や肉の需要により、野生動

物の数は、昭和の中期頃まで、極端に少なく

なっていました。生息状況の回復により、そ

のとき必要なくなっていた野生動物対策の体

制を新たに構築しなければならない局面に来

ています。

野生動物の行動と個体数と環境を適切に調

整するための、被害管理、個体数管理、生息

地管理の考え方と手法を解説しました。また、

現時点では、必ずしもそれがうまくいっていない状況も解説せざるを得ません。その中で、徐々に客観

的な現場から得られた情報に基づいて、適切な計画を立て、その効果を検証しながら、計画を修正して

いく、アダプティブマネジメントの手法を解説し、シカの生息状況管理モニタリングやツキノワグマの

学習放獣など、兵庫県で始まっている取り組みなどを紹介しました。

第１回 「野生動物の保全と管理の考え方と現状」



■兵庫県立大学自然・環境科学研究所（森林動物系） 助教 鈴木克哉

野生動物問題を解決するためには、問題となっている動物や森林を対象にするだけでなく、被害を受

けている「人々」や「地域」に目を向ける必要が高まっています。なぜなら、野生動物の被害が発生し、

ひどくなる原因として「人の暮らし」が密接にかかわっているからです。

最近では、野生動物対策を行政まかせにす

るのではなく、住民自らが主体的に被害対策

のための知識を学習し、無意識に野生動物を

集落に引き寄せている要因を排除したり、野

生動物にとってすみにくい環境づくりを行う

地域も増えてきました。このような「獣害に

強い集落づくり」の考え方や手順、行政によ

る支援活動について、兵庫県の事例で紹介す

るとともに、集落ぐるみの取り組みに向けた

課題やその解消にむけての社会的な体制作り

について解説しました。

■兵庫県立大学自然・環境科学研究所（森林動物系） 講師 藤木大介

戦後の燃料革命により，薪炭林としての里

山が利用されなくなった結果，里山を巡る状

況は劇的に変化しました。このような里山の

変化が，近年の人里への野生動物の出没被害

や増えすぎたシカによる森林生態系被害の遠

因となっていることを解説しました。

特に，シカによる広葉樹林の下層植生衰退

被害の実態については詳しく紹介するととも

に，森林の公益的機能を維持していくために

は，シカの個体数調整が必要なことを解説しました。質疑応答の時間では，参加者の皆さんから，農林

業の現場でのシカ被害に関するご意見を多数いただき，この問題に対する農林業者の関心の高さを改め

て感じました。

第３回 「人と野生動物と森林のつながり」

第２回 「野生動物問題解決への社会的取り組み」


